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注射用溶液製剤があるとの記載がある 5) また， I規尼
浬」は『キニーネ (Quinine)j の当て字である.こ
れは，アカネ科植物のキナ(Cinchoma succirubra)の樹










































































































る8，1 6) . また，ここで， I微基(ビヨウ)Jは小さな
症状，憂いを指す I蕃息(ハンソク)Jは，増え広が
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(804) 2 (OH) 6} jの結晶で，その成分は， K20 : 11.4%， 
Al203 : 37.0%， 803 : 38.6%， H20: 13.0%である.
アルミニウムイオンは蛋白質と結合する作用があるの




ーンは約0.065グラム (g)に相当する iろ」は， ~ド
ラム (Dram):達科屈末(タラクマ)ともいう』を表
し，これもヤード・ポンド法の質量単位で， 1ドラム
は約 3.888グラム (g) に相当する 14，1 5) 
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